

「ベルハー信仰告白の解説」
ベルハー信仰告白とは何か、また、なぜそれが重要なのか。さらに、どのようにしてベルハーが生まれたのだろうか。

この信仰告白の三つの主題について、すなわち、①教会における一致について、②キリスト者の間での和解について、③世界における正義について学ぶことによって、キリスト者は何を言わなければならないのか、また、すべてのキリスト者たちに、どのように語ることができるのか、考えてみましょう。
ベルハー信仰告白は、南アフリカのアパルトヘイトに対する苦闘の中に根をもっています。はじめ、この信仰告白は1982年にオランダ改革派伝道教会によって「信仰の叫び」と「信仰への忠誠と悔い改め」として起草されました。同教会は、福音の真理が危殆にひんしていると考えて、アパルトヘイトに関する信仰告白の事態を率先して宣言し、1986年にベルハー信仰告白として正式に採択しました。現在では、南アフリカ合同改革派教会や他の幾つかの教派の「一致の基準」の一つとなっています。
人種差別の罪に直面して生まれたベルハー信仰告白の有する枠組みは、南アフリカにおける改革派教会間での和解を可能にし、南アフリカ国内や他の地域でも和解の過程を促進させました。
ベルハー信仰告白は、すべての教会に対して三つの鍵となる問題を提出しています。
１．教会の一致とすべての人々の間における一致について
２．教会と社会の中における和解について
３．神の正義について
南アフリカ合同改革派教会（URCSA）は「わたしたちはこの信仰告白を、わたしたちだけのものとは考えていません。すべての改革派教会のために伝えます。」と語っています。 確かに、ベルハーはアパルトヘイトという厳しい試練の中から現れましたが、アパルトヘイトには直接言及していません。
ベルハー信仰告白は、アパルトヘイトの経験という当初の文脈を越え出ており、南アフリカ合同改革派教会は、ベルハー信仰告白を、世界に広がる改革派教会のすべての家族への贈物として差し出しています。
2012年に北アメリカのキリスト改革派教会(CRC)とアメリカ長老教会（PCUSA）は、ベルハー信仰告白をエキュメニカルな信仰宣言として採択しました。URCSAは、ベルハー信仰告白を依り頼む杖、教会が自ら告白する信仰に一致して生きるための物差しと見なしています。
◎ベルハーが生まれるに至る重要な歴史的データを記しましょう。
1652年　オランダ人は南アフリカの岬に停泊所をもうけ、奴隷制度を導入した。
1857年　南アフリカのオランダ改革派教会は、教会員の中の有色人種のために礼拝の分離を決定した。（主の晩餐での差別はすでに起きている）。 

1881年　有色人種のためにオランダ改革派伝道教会が白人のオランダ改革派教会によって創られた。
1951年　アフリカのオランダ改革派教会が黒人のために設立される。
1978年　オランダ改革派伝道教会とアフリカのオランダ改革派教会は、互いに一致に向かって進むことを決定する。その目標達成には16年かかった。
1982年　世界改革派教会連盟（WARC）はアパルトヘイトについて信仰告白の事態を宣言した。WARCはアパルトヘイトを異端と呼び、南アフリカのオランダ改革派教会を陪餐停止にした。それから同年オランダ改革派伝道教会の大会は、ベルハーに集まって、アパルトヘイトに関して信仰告白の事態を宣言し、信仰告白を起草した。
1986年　オランダ改革派伝道教会は、このベルハー信仰告白を、ハイデルベルク・カテキズム、ベルギー信仰告白、ドルトレヒト信仰基準に次ぐ第四の一致の基準として採用した。

1994年　アフリカのオランダ改革派伝道教会とオランダ改革派教会は合同して、南アフリカ合同改革派教会(URCSA)を結成した。

2009年　アメリカのキリスト改革派教会は三年後の2012年の大会でベルハー信仰告白をCRCの第四の信仰告白として採択するように提案した。
2010年　アメリカ改革派教会（RCA）はベルハー信仰告白を第四の信仰告白として公式に採用する。
2012年　北アメリカのキリスト改革派教会（CRCNA）とアメリカ長老教会（PCUSA）は、ベルハー信仰告白とその付属文書（CRCNAからの手紙とCRCおよびRCAの共同声明文）をエキュメニカルな信仰の宣言として採択し、それらを諸教会に研究と、教会訓練や礼拝奉仕に組み入みれるように奨励した。(Acts of Synod 2012, p. 767).

CRCNAは現在のところ「エキュメニカル信仰宣言」の定義に関して諸教会の教職者たちとの親しい交流をもっています。
（このテキストと解説はChristian Reformed ChurchのSusan DamonのA Study of the Belhar,2012からそのまま一部を引用させていただきました。 ）

「ベルハー信仰告白」　 1982/1986年 

１．わたしたちは、父・子・聖霊の三位一体の神を信じます。神は、ことばと霊によって、世界の初めから終わりに至るまで教会を集め、保ち、守ってくださいます。

２. わたしたちは、唯一、聖なる、公同のキリスト教会、全人類から召された聖徒の交わりを信じます。
わたしたちは次のように信じます。

・　キリストの和解の業は、神の和解を受け、互いに和解させられた信仰者たちの共同体である教会の中に現されます。
・　それゆえ、一致は、イエス・キリストの教会に与えられた賜物であると共に責務です。すなわち、一致は、聖霊の働きによって拘束力を持つ力であり、同時に、熱心に追い求められ、探求されるべき現実です。また、それに達するように神の民が絶えず造り上げられていくべき現実です（エフェソ4:1-16）。
・　この一致は、民族や集団の間にある分離、敵意、憎悪を、キリストがすでに克服された罪であると皆が思うほどに、明白なものとならなければなりません。従って、この一致を脅かすどんなものも教会の中には存在できず、また、そのような脅威には立ち向かわなければなりません。
・　神の民のこのような一致は、多様な仕方で現され、力を及ぼすのでなければなりません。すなわち、わたしたちはその一致の中で互いに愛し合い、互いに惜しまず協力し、連携し、協同を呼びかけます。わたしたちは、お互いの益と祝福となるように自分自身を喜んで与える義務を負うと信じます。
わたしたちは、一つの信仰を分かち合い、一つの召しを受け、一つの魂、一つの

心で結ばれた者たちであると信じます。すなわち、一人の神である父がおられ、

一つの霊に満たされて、一つの洗礼を授けられ、一つのパンを食べ、一つの杯を

飲み、一つの御名を告白し、一人の主の言葉を聞き分けます。一つの目当てをも

って働き、 一つの望みを分かち合い、キリストの愛の高さ、広さ、深さを共に知

るようになります。キリストの豊かさ、新しい人間性へと共に造り上げられます。

お互いに相手の重荷を理解して担い、そのことによって、わたしたちがお互いを

必要とするように、また、お互いを造り上げるようにと命じるキリストの律法を

満たし、お互いに戒め合い、慰め合うのです。わたしたちは、義のためには共に

に苦しみます。一緒に祈り、この世界の中で神に仕えます。それゆえ、この一致

を脅かし、妨げるすべてのものに対して戦うのです(フィリピ2:1-5;コリント一

12:4-31; ヨハネ13:1-17; コリント一1:10-13;エフェソ4:1-6; 3:14-20; コリ

ント一10:16-17; 11:17-34;ガラテヤ6:2; コリント二1:3-4)。
· この一致は、ただ自由の中で打ち立てられるのであって、強制されることはありません。霊の賜物や機会の多様性、さらにまた背景や確信の違いは、言語や文化の多様性と同じく、キリストに結ばれた和解のお陰で、一つの、見える神の民の中にある共同の奉仕や相互に向上するための好い機会なのです(ローマ12:3-8;コリント一12:1-11; エフェソ4:7-13; ガラテヤ 3:27-28;ヤコブ2:1-13)。
•　イエス・キリストに対する信仰が、この教会に属する者の唯一の条件です。
それゆえ、わたしたちは次のような教えを拒否します。
· 生まれつき相違する特性を絶対化し、あるいは、このような絶対化が、教会の見える、生きた一致を妨げ、あるいは破壊し、分離した教会形成に至らしめるような仕方で人々を不法に隔てる教えや、一致に向かおうとしないどんな教えをも拒否します。
•　同じ信仰を告白する信仰者たちが、相違する特性ゆえに、和解への望みを持てず、実際には互いに引き離されているにもかかわらず、霊的一致が平和の絆に結ばれて真に維持されている、と明言するような教えをも拒否します。
· このような見える一致を真摯に追求することを、価値のないものとして拒否することは罪である、と認めないようなどんな教えをも拒否します。
· 教会のメンバーシップを決定するに当たって、家柄あるいはその他の人間的、社会的要素が考慮されるべきだ、とあからさまに、あるいは隠れて主張するいかなる教えをも拒否します。
3.　わたしたちは、次のように信じます。
· 神は、イエス・キリストの内にある、イエス・キリストによる和解の福音を教会に託されました。教会は、地の塩、世の光であるようにと召されています。教会は、平和を実現する者として召され、祝福を受けています。 教会は、ことばと行いをもって、義の宿る新しい天と新しい地を証しするものです(コリント二5:17-21;マタイ5:13-16;  5:9;ペトロ二3:13; 黙示録21-22)。

· いのちを与える神のことばと霊は、罪と死の力を打ち破り、それゆえにまた、対立や憎しみ、恨みや敵意の力をも克服されました(エフェソ4:17-6:23,ローマローマ6; コロサイ 1:9-14;  2:13-19;  3:1-4:6)。
· しかし、このようなメッセージは、キリスト者であると公言しつつ、人種・民族の違いにより強制的に引き離されることによって、仲たがい、恨み、敵意が生み出され、恒常化させられるような領域において広く告げ知らされるなら、その信ぴょう性は、深刻な影響を受け、その有益な働きは妨げられます。
· そのように人々を強制的に隔て、引き離すことを、福音の名のもとに正当化しようとし、また、敢えて従順と和解の道を進もうとはせず、かえって偏見や恐れ、利己心、不信仰から、福音の和解させる力をあらかじめ否定しようとするどんな教えも、イデオロギーや間違ったた教理であると見なされねばなりません。
それゆえ、わたしたちは次のような教理を拒否します。
· すなわち、そのような状況の中で、福音の名において、あるいは神の意志として、人種や肌の色で強制的に人々を互いに隔てることを是認し、それによってキリストに結ばれた和解の務めと経験をあらかじめ妨げ、弱めるようないかなる教理をも拒否します。
4.  わたしたちは次のように信じています。

· 神は、人々の間に正義と真の平和をもたらそうとする御者としてご自身を啓示されました。
· 神は、不正義と憎しみのあふれる世界の中にあって、とりわけ見捨てられた者、貧しく、傷付けられた者たちの神であられます。
· 神は、抑圧された者に正義をもたらし、飢えている人にパンを与えられる。それゆえに、教会は、この神に従うようにと呼びかけられています。
· 神は、捕らわれている人を解放し、目の見えない人の視力を回復させられます。
· 神は、しいたげられている人々を支え、孤児とやもめを助け、悪しき者の道をふさがれます。
· みなしごや、やもめが困っている時に世話をすることこそ、神の御前に清く汚れなき信心です。
· 神は、教会が善いことを行い、正しいことを追い求めるように教えようとしておられます(申命記32:4; ルカ2:14; ヨハネ14:27; エフェソ2:14; イザヤ1:16-17; ヤコブ1:27; 5:1-6;ルカ1:46-55; 6:20-26; 7:22; 16:19-31; 詩編146; ルカ4:16-19; ローマ6:13-18; アモス5)。
· それゆえ、教会は、いかなる仕方であれ困難を覚え、窮乏の中にある人々の力にならなければなりません。とりわけ正義を洪水のように流れさせ、恵みの業(公正)を大河のように尽きることなく流れさせるために、どんな不正義にも立ち向かい闘わなければなりません。
· 教会は、神の支配の下にあるものとして、主が立っておられる所を自分の立ち所としなければなりません。すなわち、不正義に立ち向かい、虐げられている人々と連帯するのです。キリストに従う教会は、利己的に自分の利益を追い求め、そのために他者を支配し、害するような権力者や特権階級に対して、不同意を表明しなければなりません。
それゆえ、わたしたちはどんなイデオロギーをも拒否します。
· 福音の名において、不正義の諸形態を正当化しようとするどんなイデオロギーも、また、そのような主義主張に抵抗しようとしないどんな教理をも拒否します。 

５．わたしたちは次のように信じます。

　 

・　教会は、その唯一の頭であるイエス・キリストに従い、これらすべてのことを告

白し、また実践するようにと召されています。たとえ当局や人間の法がそれらを

禁じ、その結果としてわたしたちが処罰を受け、受難しようとも(エフェソ

4:15-16; 使徒5:29- 33; ペトロ一2:18-25; 3:15-18)。
イエスは主である。

誉れと栄光は、唯一の、聖なる神、父と子と聖霊に、限りなくありますように。

（解説・翻訳：後藤憲正）

